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取扱説明書・保証書
お買い上げいただき、ありがとうございます。

電気製品は安全のための注意事項を守らないと、火災
や人身事故になることがあります。

お使いになる前に、この取扱説明書をお読みください。お読みになった
あとは、後日お役に立つこともありますので、必ず保管してください。

 2005  Sony Corporation     Printed in China

SMU-C3

光学式USBマウス

主な仕様
インターフェース デスクトップコンピュータ：USB、

PS/2（接続変換アダプター使用時）
ノートブックコンピュータ：USB

コネクタ USB プラグ
PS/2（接続変換アダプター）

分解能 800 counts/inch
対応機種 - USB A端子またはPS/2端子付きデスク

トップコンピュータ

- USB A端子付きノートブックコンピュータ
- IBM PC/AT互換機（CPUはPentium相当
以上）

- Apple製コンピュータ（CPUはPower
PC® G3/G4/G5 350 MHz以上）

対応OS - Windows XP Media Center Edition 2005、
Windows XP Media Center Edition 2004、
Windows XP Professional、Windows
XP Home Edition、Windows 2000
Professional、Windows Millennium
Edition、Windows 98 Second Edition

- Mac OS 9.1以降（Mac OS 9.xは、1ボ
タン仕様の対応となります。）
上記以外のOSではご使用になれません。
また、日本語版標準インストールのみ対応
です。OSアップグレードコンピュータは
動作保証されません。

コード 約1.8 m
動作温度 5 ℃ ～ 35 ℃
動作湿度 20 ％ ～ 80 ％（結露のないこと）
保存温度 –10 ℃ ～ 60 ℃
保存湿度 10 ％ ～ 90 ％（結露のないこと）
外形寸法 約64.3 × 32 × 99.7 mm

（幅×高さ×奥行き）
質量 約70 g（コード部含む）
付属品 接続変換アダプター（USBtPS/2）（1）、

取扱説明書・保証書（1）

仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがありますが、
ご了承ください。

b
• 異常な音、においがしたら
• 内部に水、異物が入ったら
• 製品を落としたり、キャビ
ネットを破損したとき

安全のために

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、
電気製品はまちがった使いかたをすると、火災や感電などによ
り人身事故につながることがあり危険です。事故を防ぐために
次のことを必ずお守りください。

安全のための注意事項を守る

下記のものをよくお読みください。
1 この取扱説明書の注意事項
2 お使いになるコンピュータに付属の取扱説明書

故障したら使わない

動作がおかしくなったり、破損しているのに気づいたら、すぐ
にお買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依頼くだ
さい。

万一、異常が起きたら

お買い上げ店または
ソニーサービス窓口
に修理を依頼する

警告表示の意味
取扱説明書では、次のような表示をしています。表示
の内容をよく理解してから本文をお読みください。

この表示の注意事項を守らな
いと、火災・感電などにより
死亡や大けがなどの人身事故
につながることがあります。

この表示の注意事項を守らな
いと、感電やその他の事故に
より、けがをしたり周辺の家
財に損害を与えたりすること
があります。

注意を促す記号

行為を禁止する記号

油煙、湯気、湿気、ほこりの多い場所
には置かない
上記のような場所に置くと、故障の原因となること
があります。取扱説明書に記されている使用条件以
外の環境でのご使用は、故障の原因となることがあ
ります。

内部に水や異物を入れない
水や異物が入ると故障の原因となります。
万一、水や異物が入ったときは、お買い
上げ店またはソニーサービス窓口にご相
談ください。そのままコンピュータに接
続すると、コンピュータの故障の原因に
なることがあります。

内部を開けない
内部の点検、修理は、お買い上げ店またはソニー
サービス窓口にご依頼ください。

直射日光のあたる場所や熱器具の近く
に設置・保管しない
内部の温度が上がり、故障の原因となることがありま
す。

電波障害自主規制について

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会
（VCCI）の基準に基づくクラスB情報技術装置です。
この装置は、家庭環境で使用することを目的としています
が、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用
されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明
書に従って正しい取り扱いをしてください。

• Microsoft およびWindows は、米国Microsoft Corporationの米
国およびその他の国における登録商標または商標です。

• Apple, Macintosh, Mac, MacOSは、米国およびその他の国
で登録されているApple Computer, Inc.の登録商標または商標
です。

• Pentiumは、Intel Corporationの登録商標または商標です。
• Power PC® は、米国IBM Corporationの登録商標または商標です。
• その他、本書に記載されているシステム名、製品名は、一般に各
開発メーカーの登録商標あるいは商標です。なお、本文中では
™、®マークは明記していません。

使用上のご注意

使用・保管場所について

湿気の多いところや温度の高いところ、激しい振動のあるところ、
直射日光のあたるところで使用したり保管しないでください。

操作について

急激な温度変化は避けてください。寒いところから暖かいとこ
ろに移したり、室温を急に上げた直後は使わないでください。
内部に結露が生じている場合があります。

異常や不具合が起きたら

万一、異常や不具合が起きたとき、異物が中に入ったときは、
お買い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依頼くださ
い。

本体表面の取り扱いについて

本体表面が汚れたときは、乾いた布で軽くふきとってください。
汚れがひどいときは、うすめた中性洗剤を布に含ませてふき
とってから、乾ぶきします。化学ぞうきんを使うときは、その
注意書きにしたがってください。
また、以下のことに気をつけてください。本体表面が変質した
り、塗料がはげたりすることがあります。

• アルコール、シンナー、ベンジンは使わないでください。
• 殺虫剤やヘアスプレーをかけないでください。
• 防虫剤などの薬品やゴム、ビニール製品を長時間接触させな
いでください。

お使いになるまえにお読み
ください
• 本機は、Windows XP Media Center Edition 2005、

Windows XP Media Center Edition 2004、Windows
XP Professional、Windows XP Home Edition、
Windows 2000 Professional、Windows Millennium
Edition、Windows 98 Second Edition、Mac OS 9.1以
降のみ対応です（日本語版標準インストールのみ対応です）。

• 本機は、上記以外のOSでの動作を保証しておりません。
• 本機は、上記OSのプリインストールされたコンピュータ以
外での動作を保証しておりません。

• 本機は、OSをアップグレードしたコンピュータでの動作を
保証しておりません。

• 本機は、コンピュータの環境によっては、対応機種であって
も動作を保証しておりません。

• 本機は、光学式センサーを使用したマウスです。光学式セン
サーの特質上、ガラス、鏡、光沢のある面など、マウスをお
使いになる場所によってセンサーが誤動作し、正常に動かな
いことがあります。その場合、マウスパッド* をお使いにな
るか、ほかの物を下に敷くか、または場所を変えてお使いく
ださい。
* 一部のマウスパッドで、マウスの動作がおかしくなること
があります。

• 本機をUSB端子へ接続するときに、プラグを傾けたり、ゆっ
くり差し込んだりすると誤動作の原因となることがあります。
接続するときは、垂直にすばやく差し込んでください。

• お使いのコンピュータによっては、USB端子に接続しても
マウスが認識されず動作しない場合があります。その場合は

USBプラグを抜き、約5秒待ってから再び差し込んでくださ
い。それでも動作しない場合は、マウスを接続したままコン
ピュータの電源をシャットダウンして、約30秒後に再び起動
してください。

• 本機を使用するときは、USBハブは使用しないで、コン
ピュータのUSB端子にプラグを直接接続してください。

• ケーブルをマウス本体に巻きつけて保管しないでください。
本機の表面にケーブルの跡が残ったり、左右のボタンが変形
して動作に支障をきたす場合があります。

• 省電力モードからの復帰後、マウスが動かなくなった場合は
USBプラグを接続し直すか、マウスを接続したままコン
ピュータの電源をシャットダウンして約30秒後に再び起動し
てください。

下記の注意事項を守らないと
けがをしたり周辺の物品に
損害を与えたりすることがあ
ります。
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保証書とアフターサービス

保証書

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保
存してください。

• 保証期間は、お買い上げ日より1年間です。

アフターサービス

調子が悪いときはまずチェックを
この取扱説明書をもう1度ご覧になってお調べください。
また、下記「お問い合わせ窓口のご案内」にあるURLから、カ
スタマーサポートのホームページもあわせてご覧ください。

それでも具合の悪いときは
お買い上げ店またはお近くのソニーサービス窓口にご相談くだ
さい。

保証期間中の修理は
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。

詳しくは保証書をご覧ください。

保証期間経過後の修理は
修理によって機能が維持できる場合は、ご要望により有料で修理さ
せていただきます。

部品の保有期間について
当社では本機の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必
要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部品
保有期間を修理可能の期間とさせていただきます。保有期間が
経過したあとも、故障箇所によっては修理可能の場合がありま
すので、お買い上げ店またはサービス窓口にご相談ください。

お問い合わせ窓口のご案内
本機についてご不明な点や技術的なご質問、故障と思われるときの
ご相談については、下記のお問い合わせ先をご利用ください。

ホームページで調べるには k コンピュータ関連
アクセサリーカスタマーサポートへ

http://www.sony.co.jp/support/pc-acc/　

マウスに関する最新サポート情報や、よくあるお問い合わせとその
回答をご案内しています。

電話・FAXでのお問い合わせは k ソニーの相談窓口へ
（下記ナビダイヤル・FAX番号）

本機の商品カテゴリーは [オーディオ商品] - [ラジオ・ラジカセ
などの小型オーディオ] です。

お問い合わせの際は、次のことをお知らせください。
●型名：SMU-C3
●ご相談内容：できるだけ詳しく
●お買い上げ年月日

●ご使用のコンピュータの環境

– ご使用のコンピュータの機種名
– メモリー容量
– ハードディスクなどの容量
– OSの種類

「999」 



本体／付属品を確かめる
本機をお使いになる前に、すべてそろっているか確認してくだ
さい。
付属品の中に不足しているものがありましたら、お買い上げ店
またはソニーサービス窓口、ソニーの相談窓口にご連絡くださ
い。

光学式USBマウス

SMU-C3

接続変換アダプター（USBtPS/2）
（デスクトップコンピュータ用）

取扱説明書・保証書（1部）

各部のなまえ

右ボタン

左ボタン

ホイールボタン

本機を接続する

Windowsをお使いの場合

本機は、USB接続に対応したマウスです。
デスクトップコンピュータでは、付属の接続変換アダプターを
使ってPS/2端子にも接続することができます。

はじめに

現在ご使用中のマウスが接続されている場合は、そのマウスを
取り外してください。

x USB端子に接続する場合 　　　　
本機は、 コンピュータのUSB端子に接続するだけで認識され、
使用できるようになります。

ご注意

• 本機をコンピュータに接続するとき、またはコンピュータを起動
するときは、識別されるまで本機を動かさないでください。

• USBハブを使ってコンピュータに接続しないでください。

1 コンピュータを起動する。 　　　　

2 本機をコンピュータのUSB端子に接続する。
コンピュータが本機を自動的に認識し、使用できるように
なります。

ご注意

• 再起動メッセージが表示された場合は、コンピュータを再起動し
てください。

• 一部のコンピュータでは、OSのディスクを要求される場合があり
ます。その場合はコンピュータの指示に従って操作してください。

• コンピュータやOSの状況によっては、動作しなかったり、動作
が不安定となったりすることがあります。その場合は、「故障か
な？と思ったら」をご覧ください。

• USB端子から本機のプラグを取り外したあとに差し直す場合は、
約5秒待ち、再び差し込んでください。（デバイスの認識がされな
い場合があります）

z ヒント
本機は、コンピュータの電源が入った状態でも、接続したり取り外
したりすることができます。

x PS/2端子に接続する場合
本機は、付属の接続変換アダプター（USBtPS/2）を使って
デスクトップコンピュータのPS/2端子に接続するだけで、本
機が認識され、使用できるようになります。（ノートブックコ
ンピュータではPS/2接続はできません。）

1 コンピュータの電源をOFFにする。

2 付属の接続変換アダプター（USBtPS/2）を使用し、本機
をコンピュータのPS/2端子に接続する。

3 コンピュータを起動する。
コンピュータが本機を自動的に認識し、使用できるように
なります。 　　　　

ご注意

• 本機をノートブックコンピュータでお使いの場合は、USB端子
への接続のみでご使用ください。ノートブックコンピュータへ
PS/2接続すると、内蔵のポインティングデバイスや本機の動作
がおかしくなることがあります

• PS/2端子に接続したり、取り外したりするときは、コンピュー
タの電源をOFFにしてから行ってください。

• コンピュータやOSの状況によっては、動作しなかったり、動作
が不安定となったりすることがあります。その場合は、「故障か
な？と思ったら」をご覧ください。

• コンピュータにインストールされているマウス用ソフトウェアに
よっては、本機を接続しても正しく動作しないことがあります。

• 付属の接続変換アダプター（USBtPS/2）は本機専用です。ほ
かのPS/2接続変換アダプターは使用しないでください。また付
属の接続変換アダプター（USBtPS/2）を本機以外では使用し
ないでください。

Macintoshをお使いの場合

Mac OS 9.1以降をお使いの場合は、本機をUSB端子に接続
するだけで本機が認識され、使用できるようになります。（Mac
OS 9.xは1ボタン仕様）

はじめに

現在ご使用中のマウスが接続されている場合は、そのマウスを
取り外してください。

1 本機をコンピュータまたはキーボードのUSB端子に接続す
る。

2 コンピュータを起動する。
自動的にコンピュータが本機を認識し、使用できるように
なります。

ご注意

• USB端子から本機を取り外したあとに、再び差し直す場合
は、約5秒待ち、再び差し込んでください。（デバイスの認識
がされない場合があります）

• USBハブを使ってコンピュータに接続しないでください。
• Mac OS 9.xは、1ボタン仕様の対応になります。

z ヒント
本機は、コンピュータの電源が入った状態でも接続したり取り外し
たりすることができます。

ご注意

コンピュータやOSの状況によっては、動作しなかったり、動作が
不安定となったりすることがあります。その場合は、「故障かな？
と思ったら」をご覧ください。

症状

マウスがまったく動作
しない

マウスを動かしてもポ
インタが動かない時が
ある

マウスのボタンを押し
ても反応しない

スクロールしない

ホイールを回転しても
ズーム機能が動作しな
い

ノートブックコン
ピュータでポインタ速
度が設定できない

マウス使用時でも、液
晶ディスプレイが暗く
なったり、省電力動作
モードに入る

ビデオスタンバイ状態
から復帰しない

原因／対策

• USB端子からの認識がされていない。
→ コンピュータに別のUSB端子がある場合
は、別のUSB端子に接続してください。
（USB端子から、マウスを含むUSB機器
を取り外したあとに再び接続する場合
は、約5秒間待ってから接続してくださ
い。）

→ マウスを接続したままコンピュータの電
源をシャットダウンして、約30秒後に再
び起動してください。それでもマウスが
まったく動作しない場合は、何度かこの
操作をくり返してください。

• 読み取りセンサーが正しく動作していない。
→ 光学式センサーの特質上、マウスを使う
場所（ガラス、鏡など光沢のある面）に
よっては、センサーが誤動作し、正常に
動かない場合があります。その場合は、
マウスパッドをお使いになるか、ほかの
物をマウスの下に敷く、または場所を変
えてお使いください。

• USBプラグが正しく接続されていない。
→ 起動しているソフトウェアを終了してか
ら、USBプラグを接続し直してください。
（USB端子から、マウスを含むUSB機器
を抜いたあとに再び接続する場合は、約5
秒間待ってから接続してください。）

• ハブやキーボード経由の接続をしている。
→ コンピュータに直接接続してください。

• オートスクロール設定になっている。
→ ホイールボタンを押して、オートスク
ロールの状態を解除してください。

• 読み取りセンサーが正しく動作していない。
→ 光学読み取りセンサーの特質上、マウス
を使う場所（ガラス、鏡など光沢のある
面）によっては、センサーが誤動作し、
正常に動かない場合があります。その場
合は、マウスパッドをお使いになるか、
他の物をマウスの下に敷く、または場所
を変えてお使いください。

• USBプラグが正しく接続されていない。
→ 起動しているソフトウェアを終了してか
ら、USBプラグを接続し直してください。

• 対応以外のOSを使用している。
→ 対応OSをお使いください。

• 対応以外のOSを使用している。
→ 対応OSをお使いください。

• スクロール機能に対応していないソフトウェ
アを開いている。
→ ソフトウェアによっては、スクロール機
能に対応していない場合があります。

• ソフトウェアがズーム機能に対応していない。
→ ズーム機能に対応したソフトウェアのみ
機能します。

• ノートブックコンピュータに内蔵されている
ポインティングデバイスが優先されている。
→ USB接続されたマウスから設定できない
場合があります。

• USB機器は使用中であっても、コンピュータ
が省電力動作モードに入る機器があります。
→ 省電力動作モードに入らないようにする
には、ノートブックコンピュータの電源
管理機能の設定を変更します。詳しくは、
ノートブックコンピュータ本体の取扱説
明書、または電子マニュアルをご覧くだ
さい。

→ タッチパッドあるいはキーボードを操作
すると、省電力モードから復帰します。

→ タッチパッドあるいはキーボードを操作
すると復帰します。

故障かな？と思ったら

修理にお出しになる前に、もう1度点検してください。それでも
正確に動作しないときは、お買い上げ店またはソニーサービス
窓口、ソニーの相談窓口にお問い合わせください。

Windows の場合

症状

マウスがまったく動作
しない／マウスの動作
がおかしい

原因／対策

• ハブやキーボード経由の接続をしている。
→ コンピュータ本体にUSB端子がある場合は、
コンピュータに直接接続してください。

Macintoshの場合

症状

USB端子にマウスを接
続したら「新しいデバ
イスの追加ウィザー
ド」が表示された

マウスプロパティの設
定が有効にならない

マウスがまったく動作
しない／ポインタが動
かない
（USB接続）

マウスがまったく動作
しない／ポインタが動
かない
（PS/2接続）

原因／対策

• 複数のUSB端子を持つコンピュータを使っ
ている。
→ コンピュータによっては、USB機器用ド
ライバはUSB端子ごとにインストールす
る必要があります。「新しいデバイスの追
加ウィザード」の［キャンセル］をクリッ
クして、すでにドライバをインストール
してあるUSB端子につなぎ直すか、それ
ぞれのUSB端子にドライバをインストー
ルしてください。

• USB端子にマウスが2つ以上接続されている。
→ ほかのマウスを外してください。

• SMU-S1、SMU-C1などに付属されている
ユーティリティードライバソフトをインス
トールしている。
→ SMU-S1、SMU-C1などに付属されてい
るユーティリティードライバソフトには
対応していません。アンインストールし
て再起動してください。OSでサポートさ
れているマウスのプロパティの設定が有
効になります。アンインストールのしか
たについては、お使いのソフトの取扱説
明書などをご覧ください。

• 他のマウス（SONY製も含む）のユーティリ
ティードライバソフトがインストールされて
いる。
→ アンインストールして再起動してくださ
い。OSでサポートされているマウスのプ
ロパティの設定が有効になります。アン
インストールのしかたについては、お使
いのソフトの取扱説明書などをご覧くだ
さい。（ノートブックコンピュータでは、
タッチパッド機能が損なわれます）。

• コンピュータでUSBが認識されていない。
→ 動作する他のマウスまたはキーボードを使
用して、次の内容をお試しください。「コ
ントロールパネル」から「システム」を開
き、デバイスマネージャの項目を確認して
ください。USBデバイスアイコンやマウ
スアイコンに「！」が表示されている場合
は、「！」を選び「削除」をクリックし、コ
ンピュータを再起動してください。

• BIOSでUSBが認識されていない。
→ コンピュータのデフォルト設定で、BIOS
設定のUSBポートが「無効」（Disabled）
になっている場合があります。コンピュー
タの取扱説明書などに従ってUSBポートを
「有効」（Enabled）に変更してください。

• ハブやキーボード経由の接続をしている。
→ コンピュータに直接接続してください。

• コンピュータの電源が入っている状態でマウ
スをPS/2端子に接続した。
→ マウスをPS/2端子に接続してからコン
ピュータの電源を入れてください。

コードおよびプラグを収納する

1 本体を裏返しにする。

2 下図のようにふたを開け、コードを溝にはわせて収納す
る。

3 本体のふたを閉じる。

z ヒント
収納するコードの長さによって、使用時のコードの長さを調整する
ことができます。

ご注意

• コードおよびプラグを収納する場合は、完全に収納してください。
不完全な状態でふたを閉じると破損の原因になります。ご使用の
際は、ふたが完全に閉じてあることを確認にしてください。

• コードを強く引っ張らないでください。故障の原因になります。
• コードをマウス本体に巻きつけて保管しないでください。本体の
表面にケーブルの跡が残ったり、左右のボタンが変形して動作に
支障をきたす場合があります。

省電力モードからの復
帰後、マウスが動かな
い

• USB端子からの認識がされていない。
→ 起動しているソフトウェアを終了してか
ら、USBプラグを接続し直してくださ
い。（USB端子から、マウスを含むUSB
機器を抜いたあとに再び接続する場合
は、約5秒間待ってから接続してくださ
い。）

→ マウスを接続したままコンピュータの電
源をシャットダウンして、約30秒後に再
び起動してください。それでもマウスが
まったく動作しない場合は、何度かこの
操作をくり返してください。

• PS/2端子からの認識がされていない。
→ マウスを接続したままコンピュータの電
源をシャットダウンして、約30秒後に再
び起動してください。それでもマウスが
まったく動作しない場合は、何度かこの
操作をくり返してください。


